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アメリカ食品医薬局（FDA）が提供している Adverse Event Reporting System (FAERS) [1] は、
薬剤による有害反応（ADR）の記録を大規に収集したデータベースであり、投与された薬剤
とそれによる ADR だけでなく、患者の症状、性別、年齢、体重などの生理学的データなどを









とみなすことが出来る。バイクラスタリングのアルゴリズムは、Iterative Signature Algorithm 
[2] を使用した。各バイクラスターに抽出された ADR の医学的類似性を評価するために、
医学用語の分類システム MedDRA [3] と Gini 係数を用いて定量化した。また、FAERS に
登録された適応症（薬剤治療の目的）データを用いて薬剤適応の類似性を評価した。患者の










表１に 163 のバイクラスターの例を示す。さらに、我々の使用したアルゴリズム Iterative 
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